
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICC２号 

学びのスタンプ通算9号 

応援します、生涯学習 － ふえる知識と仲間の輪 

 

 

（８月２４日現在） 
 

○登録者～   人 
 
○協力団体～  団体 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ロゴ制作者・丸山英里子さん 

市民カレッジデータ 

■「いしかり市民カレッジ」情報紙 
平成21年9月1日発行 

 

連連連携携携団団団体体体とととののの連連連絡絡絡協協協議議議会会会ををを開開開催催催   

 いしかり市民カレッジでは「主催講座」の他に市民団体や公的機関な

どによる「連携講座」が年間約 300講座開かれており、多様で興味深い

講座が提供されています。これらの連携講座主催団体と市民カレッジと

の連絡・協力を図るために、第1回連絡協議会が6月18日（木）に公民

館で開催されました。団体代表や運営委員、教育委員会職員の総勢20数  

人が参加し、講座開催時における問題点や市民カ 

レッジのあり方などについて活発な意見交換が行わ 

れました。新しい魅力的な講座づくりに関して団体 

間の協力や市民カレッジ運営委員によるサポートな 

どの方法が提案され、実り多い協議会となりました。  

いしかり市民カレッジ開校から５か月が過ぎて 
 

4月1日に「いしかり市民カレッジ」が開校して5か月が過ぎました。現在、カレッジ登録者は149

人。8月末までに主催講座は6講座13回、連携講座は83講座開催しました。特に主催講座に関して

は、受講希望者が大変多く、カレッジ生以外の受講をお断りしなければならなかった場合もありまし

たが、開催された各講座は大変ご好評を頂きました。 

 これまでの経過から、今後解決すべき問題点も多々 

ありますが、アンケートなどを見ても、市民の皆さん 

が「いしかり市民カレッジ」に対して大きな期待を寄 

せてくださっていることがよくわかり、これを励みと 

して進んで行きたいと考えています。そして皆さんの 

ご要望にはできるだけお応えできるよう頑張ります。 

 とはいえ、まだ130人の方が、学びのスタンプから 

市民カレッジに移行していないという事実もあります。学びのスタンプ制度は今後も解消するもので

はありませんが、運営委員会としてはこれからの活動を市民カレッジに重点をおいていきたいと考え

ています。学びのスタンプ会員の方には、できれば市民カレッジに移行して、充実した講座を楽しん

で頂ければと願っています。 

 また、10月からは後期カリキュラムが始まります。主催講座では、環境問題を専門家に学ぶ講座や

地域企業に学ぶ講座、パソコンなどのスキルアップ講座、ハンドメイド体験講座などさらに楽しく学

んでいただける講座が目白押しです。また、連携講座に関しても、できるだけ詳細に紹介していきた

いと考えていますのでご期待ください。 

 最後に、「市民カレッジ」ではすでに次年度の新しい講座企画も進めています。次年度は、皆さん

自身にも先生となってもらい、市民がお互いに学びあい教えあう学びの輪をつくれたら、そんな理想

に向かって進んでいきたいと考えています。 

 
▲主催講座２「石狩歴史散歩」 



 

◆◆前前期期講講座座をを振振りり返返っってて・・・・・・  

いしかり市民カレッジは、前期講座（4～9月）として6講13コマ 

の開講を予定し、そのうち8月末までに13コマが終了しました。 

カレッジ生を中心に、延べ541人の市民の皆さんが受講されました 

が、受講者のアンケートなどによりますと、講座内容や運営・配布資

料などいずれの講座も高い評価をいただいています。しかし、今後の 

ご要望として、「①定員を超えた場合は抽選していますが、定員を増 

やすなどして希望者が全員受講できないか、②会場が狭すぎるので、

もう少し広い部屋を、③講義のメモを取るのにテーブルがほしい、④ 

カレッジの学生証を発行しては」など様々なご意見をいただきました。 

次年度を待つことなく、できることは後期講座（10～3月）から改善 

したいと考えています。これからも温かいご支援ご協力をお願いしま

す。 

 

◆◆気気ににななるる後後期期主主催催講講座座（（1100月月～～33月月））のの予予定定はは   8/15現在 

講  座  名 期 日 時間 会場など 定員 
受付

開始 
備 考 

【講座7】 

北大名誉教授による講義 

「身近な環境を学ぶ」 

 

①10/17㈯ 

②11/21㈯ 

③12/19㈯ 

④１/16㈯ 

10：30 

～  

12：00 

市民図書館 

視聴覚ﾎｰﾙ 

50人 9/1 道民ｶﾚｯｼﾞ 

連携講座 

(8単位) 

【講座8】 

石狩湾新港地域の先端技術を訪ねて 

～講話と見学 

①11/6㈮ 

②11/27㈮ 

9：30 

～  

12：30 

集合 

～市公民館 

30人 10/1  

【講座9】 

石狩地名考 

～地名の由来を学ぼう 

①1/26㈫ 

②2/23㈫ 

10：30 

～  

12：00 

花川北ｺﾐｾﾝ 

2Ｆ会議室 

30人 1/4 道民ｶﾚｯｼﾞ 

連携講座 

(4単位) 

【講座10】 

パソコン応用実践講座 

～あなたの技能アップにチャレンジ 

①11/26㈭ 

②11/27㈮ 

13：30 

～  

16：00 

石狩南高校 

パソコン室 

25人 11/1  

【講座11】 

身近なエコ暮らしに挑戦 

2/27㈯ 

 

18：30 

～  

20：00 

花川北ｺﾐｾﾝ 

2Ｆ会議室 

30人 2/1 道民ｶﾚｯｼﾞ 

連携講座 

(2単位) 

【講座12】 

佐藤由起子さんと作る 

～ハンドメイド体験工房 

 

①1/28㈭ 

②2/18㈭ 

③3/4㈭ 

④3/18㈭ 

9：30 

～  

12：00 

市公民館 

研修室 

 

15人 1/4  

※ 講座のテーマや日程は変更する場合があります。詳細は「市広報」や「あい風通信」などでご確認ください。 

ＩＣＣ２号 

 

▲主催講座４「厚田・浜益あいロード」 



 

 

 

ＩＣＣ２号 
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■お問合せ 

石狩市公民館 
石狩市花川北6条1丁目42  
TEL：0133-74-2249 FAX：0133-74-2249 
E-mail：kouminkan@city.ishikari.hokkaido.jp 

■発  行 

いしかり市民カレッジ運営委員会 

編集担当：石井滋朗、高橋美恵子、中川進、今中建男 

地域食堂きずな 

今回は、協力団体の「地域食堂きずな」を訪ねて、代表理事の門間富士子さんにお話を伺いました。

食堂がオープンしたのは2007年10月1日で、準備は半年前からはじめたそうです。 

地域食堂をはじめようとした理由は、中高年や団塊の世代が多くなってきた花川地区に住んでいて

「この後の生活のことを考えると不安だ」「行政にも期待は持てない」、それで「市民自らが住みよい

地域作りをしてみよう」と思い、志が一つになった仲間と「食べる」ことを通して「実験的な試み」を

はじめたそうです。最初は市の援助を受けてスタートしました。 

食堂の壁には「地域食堂きずなは、気楽に集い、共に食事をする機会を通じてお互いに助け合う仕組

み作りに取り組みます」と掲げられていました。スタッフ8人で運営しています。門間さんのパワーあ

ふれる説得力のある話に魅了され、たくさんのエネルギーをいただきました。私たちの進めている市民

カレッジの目指していることと同じだと思います。 

〝きずな″は「食べる」ことを通して〝カレッジ″は「学ぶ」ことを通して地域づくりに取り組んで

いることを再認識することができました。 

 

場  所：花川南4条4丁目66 

Tel・Fax：0133-77-6393 

営業時間：午前11時～午後4時（不定休）      

   

※講座№14、19をご覧ください。 

いんたびゅう 

掲示板 
▼暦の上ではもう秋、近年にない冷夏で農作物の生育や夏物

商いに大きな影響が出ていますが、皆様は如何お過ごしで

しょうか。▼「主催講座や連携講座で顔馴染みとなり、身近

な友達が出来ました。講座は勿論ですが、受講前後のお喋り

が何よりの楽しみですよ。」と話していた60代後半の某さ

ん。【あい風通信】と【広報いしかり】は必ず目を通してい

ますとの事、ご愛読ありがとうございます。(S･N) 

歴史を知って生きる力をいただいた       親船町 川 原 禎 子 さん 

「広報いしかり」で市民カレッジのことを知り、何かに参加しようと思っていましたので、申し込みました。田中先

生の人物伝も毎回楽しみ。かつて八の沢にあった油田跡。石中の同級生には、新制中学で八の沢から５、６

人の友達が来ていました。雨降りでしたが、八の沢の学校跡、神社の石碑などからここに住んでいたんだと感

無量。村山先生と歩いた歴史散歩。私も石狩で生まれ育って、昭和 20 年 7 月 15 日の石狩の空襲にあい、父

が兵隊に行き、一番下の妹を見ながらの一週間、砂丘での共同生活を思い出しました。「生振地区の碑を訪

ねてが楽しみです。石狩に生まれ育って、歴史を知ることは生きる力をいただいた気持ちです。今後に期待し

ます。 

カ
レ
ッ
ジ
生

の
声 

編 集 後 記 

 市民カレッジ修了証授与式を 10月 7日

(水)の午前（10時30分を予定）に行います。

30、60、90、150スタンプが貯まった方は、9

月 10日までに石狩市公民館へお知らせくだ

さい。会場など詳しくは後日お知らせさせて

いただきます。 
 

 

 

  


